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わたしたちが子どもたちを見守ります

子育て支援課問
文化財課

　「桜ケ丘」は可児市の中では比較的新しい地名です。昭和48年
（1973年）11月に大森奥山の一部が桜ケ丘一丁目～三丁目となり、
「桜ケ丘」という地名が誕生しました。
　「桜ケ丘」の由来を探すと、大森地区の伝承にその手掛かりを見
つけることができました。景行天皇が泳

くくりのみや
宮へ行幸し八坂入

いりひめ
媛が妃

となったことは日本書紀に記されていますが、大森地区の伝承で
は、入媛に妃の座を譲った弟

おとひめ
媛が景行天皇を追い都へ向かう道中、

大森の峠で命を落とし、姫
ひめ
塚
づか
に葬られ、その周辺には「桜」が植え

られたと伝わっています。その桜があったからなのか大森から柿
下に通っていた里道（現在は消滅）は「桜峠」と呼ばれていました。
　「桜ケ丘」は新しい地名ですが、弟媛と桜にまつわる伝承が地名
の由来になったのかもしれないと思うと、感慨深いものがありま
すね。

可児のお宝
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ケ丘〜

姫塚の石塔（皐ケ丘一丁目地内）

地名は現代を生きる私たちにさまざまなことを語りかけてきます。地名について調べると、生活、文化、政治などを
背景にしたその土地の歴史を知ることができます。このシリーズでは、市内の地名の由来などを紹介していきます。


